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tRNA は多くの転写後修飾を有するが、そのうち、tRNALys(UUU), tRNAGlu(UUC), tRNA Gln(UUG)のアンチコ

ドン 1 位のウリジンの転写後修飾は、いずれも、メトキシカルボニルメチル基修飾とウリジンの 2 位炭素に

結合する酸素が硫黄に置換される、という 2 種類の修飾を併せ持ち、これを本研究では tRNA-wobbleU 修飾

と呼ぶ。この、5 メトキシカルボニルメチル 2 チオウリジンの tRNA-wobbleU 修飾は、動物・植物を含む真

核生物に高度に保存されている。哺乳類では両方の修飾基を同時に欠失すると致死であり、生存生育に重要

なタンパク質翻訳に影響を及ぼすと考えられる。一方、我々は、植物 (シロイヌナズナ)では、この修飾の両

方同時欠損株が、致死ではないが、顕著な生育遅延と形態異常を呈することを見出した。そこで野生株に対

する、この tRNA-wobbleU 修飾欠失株における遺伝子発現変動を解析するトランスクリプトーム解析を行い、

tRNA-wobbleU 修飾欠失によって多くの遺伝子発現における翻訳効率の変動をもたらすこと、中でも RNA 結

合タンパク質の翻訳効率は強く影響を受けることを明らかにした。また同時に、翻訳装置リボソームを構成

する rRNA の前駆体 (pre-rRNA)の成熟課程に影響が及ぶことも明らかにできた。この変動を受ける RNA 関

連遺伝子群の中には葉緑体、ミトコンドリアといった細胞内オルガネラで機能すると考えられるものも含ま

れている。現在、tRNA-wobbleU 修飾欠損による、細胞質 RNA 関連遺伝子の機能障害とともに、各オルガネ

ラで機能発現する遺伝子の機能障害の詳細について解析を進めている。 


